
日米での研究生活：現在進行形

序論として日米での研究生活について、City of 

Hopeの紹介・日本人研究者の貢献 （戦後の1945

年から1985年）：糖尿病の基礎研究とがん治療セン

ターとしての City of Hope の発展に触れたあと、

後半に本題の「半世紀の時を超えて繋がった研究の

お話」を紹介する。

E-mail: narutaki.ayae@tmd.ac.jp

講演概要

第303回 LBBセミナー

お問い合わせ：ソフトマター医工学分野 鳴瀧 彩絵 (内線：8006)

日時：2026年9月16日(水) 16:00～17:30

場所：22号館 1階 第2会議室

山口 陽子 先生

米国 City of Hope 名誉教授
順天堂大学 客員教授
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